名 場 
所 



み の みかわ やしろ 

美 濃、 三 河の 国境。 山中の 社 —— 

奥の院。 

はくりよ うごん げん ひめが み 

白 寮 権現、 媛 神。 (はたち 余に 見 ゆ) 

はしば み さだおみ しゅ げん ね ぎ 

神職。 (榛 貞臣。 修 験の 出) 禰宜。 

(布 気 田 五郎次) 老いた る 禰宜。 雑 

しちょう たな むら 

役の 仕 丁。 (棚 村久 内) 二十 五 座の 

しめだい こ 

太鼓の 男。 ズ 太鼓の 男。 笛の 男。 お 

はんにゃ 

かめの 面の 男。 道化の 面の 男。 般若 

の 面の 男。 後見 一 人。 お 沢。 (或 男 

めかけ てんぐ ちょうちょうぼう 

の 妾、 二十 五、 六) 天狗。 (丁々 坊) 

み こ どうじょ うじ 

巫女。 (五十ば か り) 道 成 寺 の 



禰宜 (略装に て) いや、 これこれ (中啓 を 挙げて、 

いちれん よびか だいぶ 

二十 五 座の 一連に 呼掛 く) 大分 日 も かげって 参った。 

いずれも 一 休み さっし やる が 可い ぞ。 

かぐら おど リ や 

この 言葉のう ち、 神楽の 面々、 踊 の 手 を 休め、 

はやし そぼく やまがび と 

従って 離 子 静まる。 一連 皆 素朴なる 山家 人、 

し よ ぅぞ く めん 

装束 をつ けず、 面の みなり。 —— 落葉 散り 

しき、 尾花 むら 生いた る 中に、 道化の 面、 お 

はんにゃ い たち そ 

かめ、 般若な ど、 居なら び、 立 添い、 意味な 

とど 

き 身ぶ り をした るを留 む。 おのおの その 面 を 

こうけん 

はずす、 年 は 三十より 四十ば かり。 後見 最も 

年配な り。 



うす ひ さ ちかま 

処へ 薄日の 射す のが、 …… あれから 見る と、 近間で 

うつす 

は あるが、 もみじに 雨の 降る ように、 こう 薄り と 

しぐれ ふぜ い あさゆう 

光って な、 夕日に 時雨が 来た 風情 じ や。 朝夕 存じな 

がら、 さても、 しんしんと 森 は 深い。 (樹立 を 仰いで) 

ぬ はれ やくしゃ しゅう 

いずれも 濡れよう、 すぐに また 晴の 役者 衆 じ や。 

ち みき 

些と 休まつ しゃれ。 御酒のお 流れ を 一 つ 進 じょう。 

神職の ことづけ じ や、 一所に、 あれへ 参られい。 

後見 な あよ。 

太鼓の 男 おおよ。 (In 交す。) 

道化の 面の 男 かえ つ てお ぞうさと は 思う けん どが。 

笛の 男 されば。 



おかめの 面の 男 御 挨拶べ い、 かたがた だで。 (いず 

れも面 を、 楽しげに、 あるいは 背、 あるいは 胸に か 

けたる まま。) 

後見 はい、 お供して 参ります で。 

こどもし ゆ かれ 

禰宜 さあさあ、 これ。 —— いや、 小児 衆 —— (渠ら 

幼き が 女の 児 二人、 男の子 三人に て、 はじめより 神 

ま 

楽 を 見て 立つ) —— 一 遊び 遊んだら、 暮れぬ 間に 帰 

らっしゃい。 

たちい わ い っぽん ばし 

後見 これ、 立巌 にも、 一本橋に も、 えつと 気 をつ きょ 

ぅぞ よ。 

小児 一 ああ。 



からから 山の 下まで、 

みやげ なん 

土産 は 何 じ や。 

かや かちぐり みかん こうじ たちばな 

榧 や、 勝 栗、 蜜柑、 柑子、 橘 ご …… 

かたまつ くら こだち 

お 沢 (向って 左の 方、 真暗に 茂れる 深き 古杉の 樹立 

しま こそで あさぎ はんえ リ 

の 中よ リ、 青 味の 勝ちた る 縞の 小袖、 浅葱の 半襟、 

くろじゅす まるおび まるまげ びん 

黒糯 子の 丸帯、 髪 は 丸鬍。 鬢 やや 乱れ、 うつくしき 

おもかげ や つ すあし ぞうりば き 

俤 に 窶れの 色 見 ゆ。 素足 草履 穿に て、 その 淡き 姿 

しずか い なかん ずく きょぼく よ 

を顕 わし、 静に 出で て、 就中 杉の 巨木の 幹に 凭り 

ま こども い 

つつ —— 間。 —— 小児ら の 中に 出づ) まあ、 いいお 

児ね、 媛 神様のお 庭の 掃除 をして、 どんなに お喜び 

ねえ さびし ほほえ 

だか 知れません —— 姉さん …… ( 寂 く 微笑む) あの、 



おば ごほう び 

小母さん がね、 ほんの 心ば かりの 御 褒美 を あげ ま 

しょう。 一 度お 供物に したので すよ。 さあ、 お菓子。 

こども いわか みまも 

小児ら、 居 分れて、 しげし げ瞻 る。 

お 沢 さあ、 めしあがれ。 

小児 一 持って行 くの。 

女児 一 頂いて 帰る の。 (皆いたい けに 押 頂く。) 

お 沢 まあ。 何故ね。 

女児 二 でも 神様が 下さ るんで す もの。 

お 沢 ああ、 勿体ない。 私 はお 三 どんだ よ、 箒 を 一つ 

貸して 頂戴。 

小児 二 じゃあ、 おつかい 姫 だ。 



きつね 

小児 一 狐 だと 大変 だな あ。 

うち 

小児 二 そうす りやこのお 菓子なん か、 家へ 帰る と、 

榧 や 勝 栗 だ。 

い みんな 

小児 三 そんなら 可い けれど、 皆 木の葉 だ。 

女の 児た ち きゃあ —— 

男の児た ち や あ、 転ぶな い。 弱虫 やい。 —— (かく 

て 森 蔭に かくれ 去る。) 

お 沢 (箒 を 堂の 縁 下に 差 置き、 御手洗に て 水 を 掬い、 

かみ かきな ハンケ チ たもと しばし 

鬢搔 撫で、 清き 半 巾 を 抉に し、 階段の 下に、 少時ぬ 

かずき 拝む。 静寂。 きりきり きり、 はたり。 何処と 

もな く 機 織の 音 聞 こ ゆ。 きりきり きり、 はたり。 I 



おもて あた リ みまわ 

I お 沢。 面 を 上げ、 四辺 を朐し 耳を澄ましつつ、 

やがて 階段に 斜に 腰打掛 く。 なお 耳 を 傾け 傾け、 

まぢ ようし 

きりきり きり、 はたり。 間 調子に 合わせて、 その 段 

の 欄干 を、 軽く 手 を 打ちて、 機 織の 真似し、 次第に 

きき ほ げ 

聞 惚れ、 うっとり となり、 おくれ 毛 はら はらとう な 

だれつつ 仮睡る。) 

あげまく うち とっぴよ うし さる 

仕 丁 (楊 幕の 裡 にて —— 突 拍子なる 猿の 声) きゃッ 

すな わ つらなが ふるざる かぶ すいかん 

き ゃッき ゃッ。 (乃ち 面長き 老 猿の 面 を 被り、 水 干 

えぼし ことぶれ なリ だいこん ごぼう ふと にんじん 

烏帽子、 事 触に 似た る 態に て —— 大根、 牛蒡、 太 人参、 

おおか ぶら ぼうだら から ざけ うずた か かたに さかだる 

大蕪。 棒 鳕乾鮭 堆 く、 片 荷に 酒樽 を 積みた る 

あしげ こま ふる たづな ひ い 

蘆 毛の 駒の、 紫なる 古手 綱を曳 いて 出づ) き ゃッ、 



き ゃッ、 き ゃッ、 おきや ッ、 きゃァ まさるめ で 

つかまつ こごし 

とうのう 仕 る、 踊る が 手 もと 立 廻り、 肩に 小 腰 を 

ゆすり 合わせ、 と、 ああ ふらり ふらりと する。 きゃッ 

き ゃッき ゃッき ゃッ。 あは はは は。 お 馬丁 は 小 腰 を 

あしげ うまや 

ゆする が、 蘆 毛よ。 (振 向く) お 廐が 近うな つて、 

わ うら ざ か 

和 どのの 足 はいよ いよ 健かに 軽い な あ。 この 裏 坂 を 

つばさ いきおい 

帰らいでも、 正面の 石段、 一飛び に 翼の 生じた 勢 

ま しつ ま 

じ や。 ほう、 馬に 翼が 生えて 見い。 われらに 尻尾が 

ぶら 下る …… き ゃッき ゃッき ゃッ。 いや 化の 皮の 顕 

われぬ うちに、 いま 一 献 きこしめそう。 待て、 待て 

まびし やく なん 

(馬 柄杓 を 抜 取る) この 世の中に、 馬 柄杓な ど を 何で 



持つ。 それ、 それ このため じ や。 (酒 を 酌む) ととと 

とと。 (かつ 面 を 脱ぐ) おっと ある わい。 きゃッ 

しちょう わたくし 

き ゃッき ゃッ。 仕 丁め が 酒 を 私 するとあって は、 

おんまえ わざ ごろう 

御前 様、 御機嫌 むずかしかろう。 猿が 業と 御覧 ずれ 

しさ い みち たびたび ちょうだ い 

ば 仔細ない。 途 すがら も、 度々 の 頂戴 ゆえに、 猿の 

しち 

面 も 被った まま、 脱いで は 飲み 被って は 飲み、 質の 

出入れ の 忙しい 酒 じ やな。 あは はは は。 おおお お、 

たつ くち しみず 

竜の口の 清水より、 馬の 背の 酒 は 格別 じ や、 甘露 甘 

した つづみ 

露。 (舌鼓う つ) たったつ たつ、 甘露 甘露。 きゃッ 

おんま-尺 

き ゃッき ゃッ。 はて、 もう 御前に 近い。 も 一度 馬 柄 

杓で も あるまい し、 猿に も 及ぶまい。 (とろり と 酔 



える 目に、 あなたに、 階 なるお 沢の 姿 を 見る。 

慌 しくま うつむけに 平伏す) はは ッ、 允 権現 様、 

御免な され 下さり ませ、 御免な され 下さり ませ。 

霊験な 御 姿に 対し 恐 多い。 今や なぞ 申し ましたる 

儀 は、 全く 譫言に ござります。 猿の 面 を 被りました 

わたくし ふとどき 

も、 唯お みき を 私 しょう、 不届 ばかりで は ござり 

うまや 

ませぬ、 貴女 様 御祭 礼の 前日 夕、 お 廐 の 蘆 毛 を 猿が 

曳 いて、 里方 を 一巡いた します ると、 それが その ま 

まに 風雨 順調、 五穀 成就、 百難 皆 除の 御 神符と なり 

うじこ じゅうもうし つた きちれ い 

ます 段 を、 氏子 中 申 伝え、 これが 吉例に ござり まし 

て、 従って、 海つ もの 山つ ものの 献上 を、 は、 はッ、 



御覧の 如く 清らかに 仕 リ まする 儀で ござりまして、 

ひとえ かげ こうむ 

偏に これ、 貴女 様 御 威徳に ござります。 お 庇 を 蒙 

うれ もうしわけ 

ります る 嬉し さの 余り、 ついた ベ 酔いまして、 申 訳 

ま つ ぴら おゆる 

も ござり ませぬ。 真平 御免され 下され まし。 はは ッ、 

ひた い もた 

(恐る恐る 地に つけたる 額を擡 ぐ。 お 沢。 うとうと 

ひざ みじろ 

としたる まま、 しなやかに 膝 を かえ 身 動 ぎ す。 

なが じゅばん あさぎ つま かすか なま 

長 襦袢の 浅葱の 棲、 しっとりと 幽 に媚 めく) それへ、 

唯今 それへ 参ります る。 恐れ 恐れ。 ああ、 恐れ。 そ 

もつ くず おぼしめ つら 

れ 以て、 烏帽子き た 人の 屑と も 思 召さず、 面の 赤い 

ちくしょう 

畜生と お 見 許し 願わしう、 はッ、 恐れ、 恐れ。 (再 

び 猿の 面 を 被りつつ も 進み 得ず、 馬の 腹に 添い 身 を 



かが さし のぞ 

屈め、 神前 を差視 く) 蘆 毛よ、 先へ 立てよ。 貴女 様 

けしき ふる ぴん ぐし 

み 気色に 触る 時 は、 矢の 如く 鬢櫛 をお 投げ 遊ばし、 

片目 をお 潰し 遊ばす が 神罰と 承る。 恐れ 恐れ。 (手 

綱 を 放 たれた る 蘆 毛 は、 頓着な く衝と 進む。 仕 丁 は、 

ひょこひょこと 従い 続く。 舞台 やがて 正面に て、 蘆 

うまや かた 

毛 は 一気に 廐の 方、 右手 もみじの 中に かくる。 こ 

の 一気に、 尾の 煽 を くらえる 如く、 仕 丁、 ハタと 

つまず よ は あわ ふところ ねじこ 

躓き 四つに 這い、 面 を 落す。 慌てて 懐 に 捻 込む 時、 

まぢか す さ じつ 

間近に お 沢 を 見て、 ハツと 身 を 退りながら 凝と 再び 

なん さんけい あったら 

見直す) 何 じ や、 人 か、 参詣の もの か。 はて、 可惜 

きも つぶ まちかた つやつや なま 

二つない 肝 を 潰した。 ほう、 町方の。 …… 艷々 と媚 



めいた 婦じ やが、 ええ、 驚かしお つた、 おのれ！ 

いねむ ど こ 

しかも、 のうのうと & 睡り くさって、 何処に、 馬の 

のほうず やつ 

通る を 知らぬ 婦が ある もの か、 野放図な 奴め が。 I 

みどう みやし ろ さんろう つ や 

I いやいや、 御堂、 御社に、 参籠、 通夜の ものの、 

うたたねする は、 神の 御 つげの ある 折 じ やと 申す。 

神慮の ほど も畏 い。 …… 眠 を 驚かして はなるまい 

ぬき あし 

ぞ。 (抜 足に 社 前 を 横ぎ る 時、 お 沢。 うつつに 膝 を 

直さん とする 懐中よ リ、 一 挺の 鉄槌 ハタと 落つ。 

いささか さま 

力 タンと 鳴る。 仕 丁。 この 聊 の 音に も 驚きた る 状 

つまだ じ つ 

して、 足 を 爪立てつつ 熟と 見て、 わな わなと 身ぶ る 

あしばや こだち とびい ま 

いする とともに、 足疾に 樹立に 飛 入る。 間。 —— 



かいし はし むな くぎ 

懐紙の 端 乱れて、 お 沢の 白き 胸 さきより 五寸釘 パラ 

リと 落つ。) 

はくりよう ごんげん ま つ さき ね ぎ むらびと 

白 寮 権現 の 神職 を 真 先に、 禰宜。 村人 一 同。 

仕 丁 続いて^ づ —— 神職、 年 四十ば かり、 色 

白く 肥えて、 鼻下に 髯 あり。 落ちた る 鉄槌 を 

奪う と 斉しく、 お 沢の 肩を摑 む。 

おんな 

申 if ニュ、 帚。 

ネ f こォ 

お 沢 (声の 下に 驚き 覚め、 身 を 免れん として、 階 前 

に は 衆の 林立せ るに 遁場を 失い、 神職の 手 を 振リも 

ぎりながら) 御免なさい まし、 御免なさい まし。 (一 

きざ はし えんした 

窆 階 を のぼりに、 廻 I 郎の 左へ 遁ぐ。 人々 は 縁 下よ 



ほう 

り、 ばらばら とその 行く 方 を 取 巻く。 お 沢。 遁げっ 

ひきかえ おい ざま ひきちが ぎ わ 

つ 引返す を、 神職、 追 状に 引 違え、 帯 際 をむ ずと 取 

くろじゅす ひきす 

る。 ずるずる 黒糯 子の 解く る を 取って 棄て、 引 据え、 

お 沢の 両手 を もて 犇と蔽 う 乱れた る 胸に、 岸 破と 手 

を 差 入る) あれ、 あれえ。 

神職 (発き 出した る 形代の 藁人形に、 すくす くと 釘 

の剌 りたる を 片手に 高く、 片手に 鉄槌 を 翳す と 斉し 

いたけだか っッ たちあが よわごし どう け 

く、 威 丈 高に 突立 上り、 お 沢の 弱腰 を樘と 蹴る) 汚 

ばち あた 

ら わしい ぞ！ 罰当り。 

きざ はし まろ 

お 沢 あ。 ( 階 を 転び 落つ。) 

神職 鬼畜、 人外、 沙汰の 限りの 所業 をいた す。 



ごろみ よ よ さ 

禰宜 いや 何とも …… この頃の 三晚 四晚、 夜 ふけ 小 ふ 

けに、 この 方角 …… あの 森の奥に 当って、 化 鳥の 叫 

ぶような 声が します るで、 話に 聞く、 咒詛の 釘 かと 

がら ひがみみ 

も 思いました。 なれ ど、 場所柄 ゆえの 僻 耳で、 今の 

うし ときまい リ うつつ 

時節に 丑の刻 参な ど は 現に もない 事と、 聞き流し 

ま めすお に やしゃ 

てお つた じ やが、 何と 先ず …… この 雌 鬼 を、 夜叉 を、 

うつむ まお ま-ね 

眼前に 見る 事 わい。 それ それ 俯向いた 頰 骨が ガ ツキ 

とが あご くちばし なり 

と 尖って、 頤は 嘴 のように 三角形に、 口 は 耳まで 

まっか はなだいろ 

真 赤に 裂けて、 色 も 縹 になって 来た。 

般若の 面の 男 (希有なる 顔して) 禰宜様 や、 私ら が 

事 をお つ しゃる ずら か。 



け によ やしゃ あくそう 

禰宜 気 もない 事、 この 女 夜叉の 悪相 じ や。 

般若の 面の 男 ほう。 

道化の 面の 男 (うそう そと 前に 出づ) 何と、 あの、 

打 込む 太鼓 …… 

X 太鼓の 男 何 じ やい。 何 じ やい。 

道化の 面 いや、 太鼓で はない。 打 込む、 それよ、 力— 

おそろし 

ンカ— ンと 五寸釘 …… あの 可 恐い、 藁の 人形に 五寸 

釘 ちゅうは、 は あ、 その 事で ござります かね。 (下よ 

のびあが 

リ 神職の 手に 伸 上る。) 

笛の 男 (おなじく 伸 上る) 手首、 足首、 腹の 真中 (我 

へそ おさ そ 

が 臍 を 圧え て 反る) ひや あ、 みしみ しと 釘の 頭 も 見 



えぬ まで 打 込んだ。 ええ、 血な ど、 ぼ たれて はいぬ 

ずら 力 

ことば はら 

神職 (彼が 言の ままに、 手、 足、 胴 腹 を 打 返して 藁 

人形 を 翳し 見る) 血 も 滴りよう。 …藁 も 肉の ように 

裂けて ある。 これ、 寄るまい。 (この 時人々 の 立 か 

かいはら ろっこんしょうじょう きょ 

かる を搔 払う) 六根清浄、 澄む らく、 浄 むらく、 

ぶこし ま 

清らかに、 神に 仕うる 身 なれば こそ、 この 邪 を 手 

にも 取る わ。 御身た ちが 悪く 近づく と、 見た ばかり 

すじぼね わず ゆうぜん 

でも 筋骨 を 悩み 煩ら ぅぞ よ。 (今度 は 悠然として 

きざ はし くだ あら 

階 を 下る。 人々 は 左右に 開く) 荒び、 すさみ、 濁 

り 汚れ、 ねじけ、 曲れ る、 妬婦 め、 われ は、 先ず 



何処の もの じ や。 

お 沢 (もの 言わず。) 

神職 人の 娘 か。 

お 沢 (わずかに 頭 ふる。) 

ひとづま 

神職 人妻 か。 

つやつや しょたいげ いっこう 

禰宜 人妻に して は、 艷々 と 所帯 気が 一 向に 見えぬな。 

また 所帯せ ぬ ほどの 身柄と も 見えぬ。 妾、 てかけ、 

かこい あらた か みまえ 

囲 もの か、 これ、 霊験な 神の 御前 じ や、 明かに 申せ。 

お 沢 はい、 何も 申し ませぬ、 ただ (きれぎれ にいう) 

お， 恥 しう 存じます。 

神職 おのれが 恥 を 知る 奴 か。 —— 本妻 正室と 言わば 



また 聞こえる。 人の もて あそびの 腐れ 爛れ 汚れ もの 

が、 かけ まく も畏き …… 清く、 美しき 御 神に、 嫉妬 

ねがい 

の 願 を 掛ける と は 何事 じ や。 

禰宜 これ、 速 におわび を 申し、 裸身に 塩 をつ けて 

ち さよ 

揉んで なりと も、 払い 浄め てお もらい 申せ。 

神職 いや 布 気 田、 (禰宜 の 名) 払い 清む るより 前に、 

第一 は 神の 御 罰、 神罰 じ や。 御 神の 御 心 は、 仕え奉 

る 神ぬ しがよ く 存じて おる。 —— 既に、 草刈り、 柴 

刈りの 女なら 知らぬ こと、 髪、 化 &し、 色香、 容づ 

みどう きざ はし 

くった 町の 女が、 御堂、 拝殿と も 言わず、 この 階 

はしぢか こはる ひなた 

に 端近く、 小春の 日 南で も ある 事 か。 土 も、 風 も、 



さんき し 

山気、 夜と ともに 身に 沁 むと 申す に。 

よい さ さむ 

神楽の 人々。 「酔 も 覚めて 来た」 「おお 寒」 な 

みんな ぇリ かき あ 

ど、 皆、 襟、 袖を搔 合わす。 

神職 …… 居眠りい たいて、 もの もあろう ず、 棺の蓋 

いまわし かなづち くぎ こぼ 

を 打つ よりも 可 忌い、 鉄槌 を 落し、 釘 を 溢す —— 釘 

は？ 

たなごころ 

禰宜 ( 掌 を 見す) これに。 

つど のぞ 

神楽の 人々、 そと 集い 視く。 

すな わ みこ ころ 

神職 即ち 神の 御 心 じ や —— その 御 心を畏 み、 次第 

を 以て、 順に 運ばねば 相 成らん。 唯今 布 気 田 も 申す 

—— 三晚、 四晚、 続けて、 森の 中に 鉄槌の 音 を 聞い 



たという が、 毎夜、 これへ 参った のか、 これ、 明 

に 申せよ。 どうじ や。 

よど こん や 

お 沢 はい、 (言い淀み、 言い淀み) 今 ：•：. 夜 ：•：. が、 

満 …… 願 …… で ございました。 

とうと 

神職 (御堂 を 敬う) ああ、 神慮 は 貴 い。 非 願 非礼 は 

た ま ゆう ベ 

うけ 給わず とも、 俗に も 満願と 申す、 その 夕 に 露顕 

した。 明かに 邪悪 を 退け 給うた のじ や。 —— 先刻 も 

こども 

見れば、 その 森から 出て 参って、 小児た ちに 何か菓 

子よう の もの を 与えた が、 何 か、 いつも 日の 中から 

森の奥に 潜みお つて、 夜 ふけ を 待って 呪詛 うたかな。 

お 沢 はい …… あの …… もうお かくし は 申しません。 



リ 重なり、 水 一杯に 渦巻いて、 飛々 の巌が 隠れ まし 

て、 何処 を 渡ろうかと 見ます うちに、 水 も、 もみじ 

まっか 

で、 一面に 真紅に なりました。 おっと …… 酔った 目 

の 所為 では ござり ませぬ よ。 

たな むら お み なん 

禰宜 棚 村。 (仕 丁の 名) 御身 は 何の 話 をす る や。 

はらみ おんな はい こ 

仕 丁 は あ、 いえ、 孕 婦が 鉄橋 を 這 越す から 見ます 

うし ときまい リ け 

れば、 丑の 刻 参が 谿 河の 一 本 橋 は、 気 もな く 渡る と 

やまみち 

申す ことで。 石段 は 目につきます。 裏づ たいの 山道 

を 森 へ 通 つたに 相違 は ござりますまい。 

おんな 

神職 棚 村、 御身まず、 その 婦の 帯を棄 てい。 

禰宜 かような 婦の、 汚らわしい 帯 を、 抱いて いると 



いう 事が ある もの か。 

仕 丁 私が、 確と 圧え ており ますれば こそで、 うかつ 

に棄 てます と、 このまま 黒蛇に 成って 腕り 廻り ま 

しょう。 

はしば み な き 

禰宜 榛 (神職 名) 様が おっしゃる。 樹の 枝へ なり 

と 掛けぬ かい。 

仕 丁 樹に 掛けましたら、 なお、 ずるずると 大蛇に 成つ 

て 下ります。 (一層 胸に 抱く。) 

神職 棚 村、 見苦しい、 森の 中へ 放し 込め。 

仕 丁、 その 言の 如くに す。 —— 

お 沢 あの …… (ふるえながら 差 出す 手 を、 払いの け 



て、 仕 丁。 森に 行く。 帯 を 投げる とともに 飛 返る。) 

神職 何とした。 

ひとはば 

仕 丁 ずるずる ずると 巻き ましたが、 真黒な 一 幅に 

まひ おおかた 

なって、 のろのろと 森の奥へ 入りました。 …… 大方、 

釘 を 打 込みます 古杉の 根へ、 一念で 、巻きつ いた 事 

で) J ざり ましょう。 

いま 

神職 いずれ、 森の 中に おいて、 忌 わしく、 汚らわし 

ひつじょう 

き 事 をいた しおる は 必定 じ や。 さて、 婦。 …… 

きょう こも まっすぐ おんまえ 

今日は 昼から 籠った か。 真直に 言え、 御前 じ ゃぞ。 

ま いちしち にち 

お 沢 はい、 (間) はい、 あの、 一 七日の 満願まで …… 

ねがい ひとめ 

この 願 を 掛けます もの は、 唯一 目、 …… 一 S でも、 



やまどり 

山鳥より、 心の ひけめで、 見つけられ そうに 思われ 

て、 気が 気ではありません。 かえって、 ただの 

さんけい にん ほう なん さわ 

参詣人の ようにして おります 方が、 何の 触り もぁリ 

ますまい と、 存じた ので ございます。 

ひ のろい かたしろ 

神職 秘 しがくし に 秘め 置くべき、 この 呪詛の 形代 を 

力る がる 

(藁人形 を 示す) 言わば 軽々 しう 身に つけお つた は 

おそれおお しんぼく 

—— 別に、 恐 多 い 神木に 打 込んだ のが、 森の 中に ま 

だ 他に も あるから じ やろ。 

お 沢 いいえ、 いいえ ：：： 昨夜まで は、 打った ままで 

置きました。 私が ちょっと でも 立 離れます 間に I 

むな さわ 

I 今日は また どうした 事で ございま すか、 胸騒ぎが 



, 1 ^ま^9まて 

す さま の ろ せめころ 

禰宜 いや、 胸騒ぎが 凄じい、 男 を呪詛 うて、 責殺そ 

うとす る 奴が。 

とりけ もの さら 

お 沢 あの、 人に 見つかります か、 鳥獣に も 攫われ ま 

す。 故障が 出来そう でな りません。 それで …… 身に 

つけて 出ました のです。 そして …… そして …… お 神 

ぬし 様、 皆様、 誰 方 様 も —— 憎い 口惜しい 男の 五体 

に、 五寸釘 を 打ちます などと、 鬼で なし、 蛇で なし、 

おそろし かわい 

そんな 可 恐い 事 は、 思って 見 もいた しません。 可愛 

こ わずら 

い、 大事な、 唯 一 人の 男の児が 煩 つてお ります もの 

ですから、 その 病 を —— 疫病が み を —— 



「ええ ご 「疫病神 ご 村人ら また 退る。 

神職 疫病神 を —— 

お 沢 はい、 封 じます、 その 願掛けなん でございます 

もの。 

もっか ほうそう 

神職 町に も、 村に も、 この 八 里 四方、 目下 疱瘡 も、 

やま い 

はしか もない、 何の 疾だ。 

お 沢 はい …… 

禰宜 何 病 じ や。 

お 沢 はい、 風邪 を 酷く こじら しました。 

神職 (嘲笑う) はてな、 風に 釘 を 打てば 何になる、 

はてな。 



禰宜 はてな、 はてな。 

さま 

村人ら も 引 入れられ、 小首 を 傾く る 状、 しか 

つめら し。 

やっこだこ ひっかか 

仕 丁 は あ、 皆様、 奴 W が引掛 るで ござりましょう で。 

そろ あざけ 

揃 つて 嘲 リ 笑う。 

神職 出来た。 —— 掛 ると 言えば、 身た ち も、 事件に 

引掛 りじ や。 人の 一 命に かかわる 事、 始末 をせ ねば 

済まされない。 …… よくよく 深く 企んだ と 見えて I 

おんな ひざ 

I 見い、 その 婦、 胸 も、 膝 も、 ひらし やらと …… (お 

ひき 

沢、 いやが 上に も 身 を 細め、 姿の 乱れ を 引つ くろい 

引つ くろい、 肩、 袖、 あわれに 寂しく 見 ゆ) 余りと 



言えば 雪よりも 白い 胸、 白い 肌、 白い 膝と 思う たれ 

しろじろ ひとえ 

ば、 色 もなる ほど 白々 としたが、 衣服の 下に、 一重 

きぬ まと 

か、 小袖 か、 真白い 衣 を 絡い いる。 魔の 女め、 姿 ま 

ととの ひじ さ かたしろ はりつけ 

で 調えた。 あれに (肱 長く 森 を 指す) 形代 を 礫 に 

して、 釘 を 打った 杉の あたりに、 如何よう な 可 汚し 

いまいま しかけ お み 

い 可 忌し い 仕掛が あろう も 知れぬ。 いや、 御身た ち、 

ね ぎ おんな ひった 

(村人と 禰宜 にいう) この 婦を 案内に 引立てて、 臨 

場 裁断と 申す のじ や。 怪しい 品々 かつ ぼ じって 来ら 

せんぎ 

れい。 証拠の 上に、 根から 詮議 をせ ねばならぬ。 さ、 

婦、 立てい。 

禰宜 立とう。 



むね 

神職 許す 許さん は その上 じ や。 身 は —— 思う 旨が あ 

たな むら 

る。 一 度 社宅から 出直す。 棚 村 は、 身と とも 参れ。 

—— 村の 人 も婦を 連れて、 引立てて —— 

村人ら、 かつ ためらい、 かつ、 そそり 立ち、 

かきと くわ すき 

あるいは 捜し、 手近き を搔 取って、 鍬、 鋤の 

類 、 熊手、 古 箒な ど 思 い 思いに 得 もの を携 う。 

後見 先へ 立て、 先へ 立とう。 

ま；； Q t TZ 

禰宜 箒で、 その やきもちの 頰を敲 くぞ、 立ち ませい。 

お 沢 (急に 立って、 颯と 森に 行く。 一同 面 を 見合す 

とともに 追ってん る。 神職と 仕 丁 は 反対に 社宅 I 舞 

台 上に は 見えず、 あるいは 遠く 萱の 屋根の み I に 入 



る。 舞台 空し。 落葉 もせず、 常夜燈 の光幽 に、 梟 。 

一 一度ば かり 鳴く。) 

神職 (威儀 いかめしく 太刀 を 佩き、 盛装して かづ。 

しょうぎ ひつ さ い おごそか 

仕 丁 相 従い 床几 を 提げ 出づ。 神職。 厳 に 床几に 

かか かたわら つくばい さお さき けん 

掛る。 傍 に 仕丁踞 居て、 棹 尖に 剣の 輝け る 一 流の 

旗 を 棒ぐ。 —— 別に 老いた る 仕 丁。 一人。 一連の 

ごへい さかき 

御幣と、 幣 ゆいた る 榊 を 捧げて 従う。) 

しょうぜん だてまき すそ 

お 沢 ( 悄然 として 伊達巻の まま 袖 を 合せ、 裾 を ずら 

し、 打うな だれつつ、 村人ら に 囲まれ 出づ。 引 添え 

けもの おとこ まくら 

る 禰宜の 手に、 獣の 毛皮に て、 男 枕の 如くした る 

つつみ あやし ひも ぶ き み さ 

包 一 つ、 怪き 紐に て かがりた る を 不気味ら しく 提 



げ 来り、 神職の 足 近く、 ど さと 差 置く。) 

神職 神のお おせじ や、 婦、 下に おれ。 —— 誰 ぞ御灯 

を かかげい —— (村人 一 人、 燈を 開く。 灯に すかし 

ほりだ ぬ 

て) それ は 何 だ。 穿 出した もの か、 ちび りと 濡れて 

つまだ へび から 

おる。 や、 (足 を 爪立つ) 蛇が 絡んだ な。 

禰宜 身 ども なれば こそ、 近う 寄っても 見 ましたれ。 

た いぼく 

これ は 大木の 杉の 根に、 草に かくして ござりました 

き しずく しげみ 

が、 おのずから 樹の I 卞 のした たります 茂 ゆえ、 び 

しゃび しゃと 濡れて おります。 村の 衆 は 一 目 見ます 

に まる はだ 

と、 声 も 立てずに 遁 ぎょうと しました。 あの、 円 肌 

で、 いび つづく つた、 尾 も 頭 も 短う 太い、 むくり む 



どくき 

くり、 ぶくぶくと 横にの たくり まして、 毒気 は 人 を 

おそろし のづち 

殺す と 申す、 可 恐く、 気味の 悪い、 野槌 という 蛇 そ 

のま まの 形に 見えました。 なれ ども、 結んだ の は 

生 蛇で は ござり ませぬ。 この 悪念で も、 さすが は 

おんな つつみ ゆわ つぎ あ ぬけがら 

婦で、 包 を 結えました は、 継 合わせた 蛇の 脱 殻で 

ござ リま すわ。 

いま 

神職 野槌 か、 ああ、 聞いても 忌 わしい。 …… 人目に 

触れても 近寄らせまい 巧 じ やろ、 企んだ な。 解け、 

解け。 

禰宜 (解きつつ) 山犬 か、 野 狐 か、 いや、 この 包み 

むじな 

ました 皮 は、 狢 らしう ござります。 



一 同 目 を 注ぐ。 お 沢 はうな だれ 伏す。 

神職 鏡 II うむ、 鉄 輪 —— うむ、 蠟燭 —— 化粧道具、 

紅、 白粉。 おお、 お 鉄漿、 I 厭な におい じ や。 …… 

かなづち あかさび くぎ 

別に 鉄槌、 うむ、 赤錡、 黒銷、 青 鯖の 釘、 ぞろぞろ 

と …… 青い 蜘蛛、 紅い 守宮、 黒 蜥蜴の 血 を 塗った も 

知れぬ。 うむ、 (きらり と W 刀 を 抜き そばむ ると 斉 

しく、 藁人形 を その 獣 の 皮に 投ぐ) や あ、 もはや 陳 

じまいな、 婦。 —— で、 で、 で 先ず、 男 は 何もの だ。 

お 沢 (息の下に て 言う) 俳優です。 

「俳優、」 「ほう 俳優 ご 「俳優 ご と 口々 に 

言い継ぐ。 



仕 丁 その、 その 俳優 は、 今大阪 で、 名 は 何と言う か 

あね 

な。 姉 様。 

神職 退れ、 棚 村。 恁る 場合に、 身ら が、 その 名 を 聞 

き 知っても、 禍 t は 幾分 か、 その 呪 狙われた 当人に 

及ぶ と言う。 聞くな。 聞けば 聞く ほど、 何が 聞く ほ 

いんぼん ま 

どの 事 もない。 —— 淫奔、 汚濁、 しばらくの 間 も 神 

みまえ いばら むち しろ あぶら 

の 御前に 汚らわしい。 茨の 鞭 を、 しゃつ の 白 脂の 

しり おいおと あき 

臀に 当てて 石段から 追 落そう。 —— が 呆れ果てて 聞 

くぞ、 婦。 —— その 釘 を 刺した 形代 を、 肌に 当てて 

いねむ 

居睡 つた 時の 心 持 は、 何とあった。 

お 沢 むずむず 痒う) /ざいました。 



禰宜 何 じ や 藁人形 をつ けて …… 肌が 痒い。 つけつ け 

と 吐す 事よ。 これ は 気が 変にな つたと 見える。 

お 沢 いいえ、 夢 は 地獄の 針の 山。 - —目の前に、 茨 

に 霜の 降りました ような 見上げる 崖が ありまして、 

上れ 上れと 恐し い 二つの 鬼に 責められます。 浅まし 

い、 恥し い、 裸身に、 あの 針の ざらざら 刺さる より 

いなぼう くじ 

は、 鉄棒で 挫かれた いと、 覚悟 をして おり ましたが、 

ひと つ うしろ くろけむり 

馬が、 一 頭、 背後から、 青い 火 を 上げ、 黒煙 を 立て 

て龃 けて 来て、 背中へ 打つ かりそう にな リ ましたの 

で、 思わず、 崖へ ころがり ますと、 形代の 釘で ござ 

ちち 

いましょう、 針の 山の 土が、 ずぶ ずぶと、 この 乳へ 



ま かんかく 

真正面に、 看客に その 姿 を 露呈す。 —— 

しば しのびな 

お 沢 ヒィ …… (歯 を 切りて 忍 泣く。) 

あお おんな つら 

神職 いや、 蒼 ざめ 果てた、 がま だ 人間の 婦 の 面 じ や。 

あからさまに、 邪慳、 陰 悪の 相を顕 わす、 それ、 そ 

はんにゃ きじょ 

の 般若、 鬼女の 面 を 被せろ。 おお、 その 通り。 鏡 も 

胸に、 な、 それ それ、 藁人形、 片手に 鉄槌。 II う 

む その 通り。 一度、 二度、 三度、 ぐるぐ ると 引 廻し 

よし なん うし とき のろい によ ま 

たらば、 可。 —— 何と、 丑の刻の 咒詛の 女 魔 は、 一 

本 歯 の 高下駄 を 穿く と 言う に、 些ともの 足りぬ。 

しょ 1 つぎ 

床几に 立た せろ、 引上げい。 

かれ だき 

渠は 床几 を 立つ。 人々 お 沢 を 抱す くめて 床几 



に 載す。 黒髪 高く 乱れつつ、 一本の 杉の 梢 

さば えんぴ しなやか きじょ 

に 火 を 捌き、 艷媚 にして 嫋娜 なる 一 個の 鬼女、 

す つ くと 立 つ 

くや ほ とん けいれん てき ちょう 

お 沢 ええ！ 口惜しい。 (殆ど 痙攣 的に 丁と 鉄槌 

おもて きば 

を 上げて、 面 斜めに 牙 白く、 思わず 神職 を 凝視す。) 

神職 (魔 を 切る が 如く、 太刀 を 振 ひらめかしつつ 

あとず さ あくき はげし 

後退る) したた かな 邪気 じ や、 古今の 悪気 じ や、 激 

わざわい たち ま 

い 汚濁 じ や、 禍じ や。 (忽ち 心 づきて 太刀 を 納め、 

おおい おっと とびかか おんかみ はら 

大 なる 幣を押 取って、 飛蒐 る) 御 神、 祓いた まえ、 

浄 めさせた まえ。 (黒髪の その 呪 詛の火 を 払い 消さ 

ん とする や、 かえって 青き 火、 幣に 移りて、 めら め 



らと燃 上り、 心 火と 業火と、 もの 凄く 立累 る) や あ、 

消せ、 消せ、 悪 火 を 消せ、 悪 火 を 消せ。 ええ、 埒ぁ 

ゆか けおと うろたえ 

かぬ。 床ぐ るみに 蹴落さぬ かい やい。 (狼狽て 叫ぶ。 

人々 床几と ともに、 お 沢 を 押 落し、 取 包んで 蠟燭の 

火 を 一 度に 消す。) 

お 沢 (崩 折れて、 倒れ伏す。) 

ぼつ いた 

神職 (吻と 息して) —— 千慮の 一 失。 ああ、 致しよ 

あやま ぎよ うそう 

う を 過った。 かえって 淫 邪の 鬼の 形相 を 火で 明か 

に 映し出した。 これで は 御 罰の しるしに も、 いまし 

にん こく おんな 

めに もなら ぬ。 陰惨 忍 刻の 趣 は、 元来、 この 婦 につ 

きものの 影であった を、 身 ほどの ものが 気付かなん 



だ。 な あ、 布 気 田。 よしよ し、 いや、 村の 衆。 今度 

は 鬼女、 般若の 面の かわりに、 そのお かめの 面 を 被 

うし ときまい リ しょうぞく は すはだ か 

せい、 丑の刻 参の 装束 を剝 ぎ、 素 裸に して、 踊ら 

せろ。 陰 を 陽に 翻す のじ や。 

仕 丁 あの 裸 踊、 有難い。 よい 慰み、 よい 慰み。 よ 

い 慰み！ 

神職 退れ、 棚 村。 慰み もので はない ぞ、 神の 御 罰 じ や。 

禰宜 踊りましょう かな。 ひひ ひ。 (ニヤ リニ ャリと 

笑う。 ) 

神職 何 さ、 笛、 太鼓で 囉 しながら、 両手 を 引 張り、 

ぐるぐ る 廻し に、 七 度まで 引 廻して 突 放せば、 裸体 



の婦 だ、 仰向けに 寝 はせ まい。 目と もろともに、 手 

ま い 

も 足 も 舞踊ろう。 

や ごきと う 

「遣る ベい、」 「遣れ ご 「悪魔 退散の 御 祈 禱。」 

村人 は 饒舌り 立つ。 太鼓 は 座に つき、 早 や 笛 

きぬ 

きこ ゆ。 その 二、 三人 はやに わにお 沢の 衣に 

手を掛 く。 II 

お 沢 ああ、 まあ、 まあ。 

ひきは はだか あか ふたの 

神職 構わず 引 剝げ。 裸体のお かめ だ。 紅い 二 布 …… 

湯 具 は 許せよ。 

こしま さ 

仕 丁 腰卷、 腰巻 …… (手伝い かかる。) 

禰宜 おこしな どと いうの じ や。 …… 汚れて おろう か 



の。 

後見 この 婦 なら、 きれいで がすべ い。 

お 沢 (身悶えしながら) 堪忍して 下さい まし、 堪忍 

して 下さい まし、 それば かり は、 それば かり は。 

まかりな とうやし ろ おきて 

神職 罷 成らん！ 当社の 锭じ や。 が、 さよういた 

した 上 は、 追放して 許して 遣る。 

お 沢 どうぞ、 このまま お許し 下さい まし、 唯お 目の 

前 を 離れましたら、 里へ も 家へ も 帰らずに、 あの 

谿 河へ 身 を 投げて、 死で お詫 をいた します。 

神職 水 は 浅い わ。 

お 沢 いいえ、 あの 急な 激しい 流れ、 衝に 身体 を 砕い 



なさけ くちおし さっき いくたび 

て も。 —— ええ、 情ない、 ロ惜 い。 前 刻から 幾度 か、 

舌 を嚙ん で、 舌 を 嚙んで 死のうと 思っても、 三日、 

ゆる 

五日、 一目 も 寝ぬ せいか、 一枚 も 欠けない 歯が 皆 弛 

かみき くちびる 

んで、 嚙 切る やくに 立ちません。 舌 も 縮んで 唇 を、 

唇を嚙 むば かり。 (その 唇より 血 を 流す。) 

ぎょう そ う 

神職 いよいよ 悪鬼の 形相 じ や。 陽を以 つて 陰 を 払 

う。 笛、 太鼓、 さあ、 囉せ。 引立てろ。 踊らせい。 

そろ 

とりどりに、 笛、 太鼓の 庭に つきた るが、 揃つ 

ね ハ 

て. 一 首 を 入る。 

お 沢 (村人ら に 虐げられつつ) 堪忍ね、 堪忍、 堪忍 

して、 よう。 堪忍 …… あれえ。 



ひと こんじき はた 

からりと 鳴って、 響く と 斉しく、 金色の 機の 

ひ とびお き つ きょう 

梭、 一具 宙を飛 落つ。 一同 吃驚す。 社殿の 

かたと びら さ つ ひら 

片扉、 颯と 開く。 

きざ はし は くだ おばこ ねずみ こもん もんつき 

巫女 ( 階 を馳せ 下る。 髪は姥 子に、 鼠 小紋の 紋着、 

胸に 手箱 を 掛けたり。 馳せ 出で つつ、 その 落ちた る 

梭を 取って 押 戴き、 社頭に 恭 礼し、 けいひつ を掛 く) 

しい、 …… しい …… しい。 …… 

ぼうぜん 

一 同 茫然と す。 

みどう ひら 

御堂 正面の 扉、 両方に さらさらと 開く、 赤く 

さんぜん みなぎ うち 

輝きた る 光、 燦然と して 漲る 裡に、 秘密の 

きょう せっけい 

境 は 一面の 雪景。 この 時 ちらちらと 降り か 



ふゆ ぼたん かんぎく しらたま おとめつ ばき さきみ 

かり、 冬 牡丹、 寒菊、 白玉、 乙女 椿の 咲満て 

しらゆき ぎよ つ こう 

る 上に、 白雪の 橋、 奥 殿に かかりて 玉 虹 の 如 

きを、 はら はらと 渡 リ出づ る、 気高く、 世に 

も 美しき 媛 神の 姿見 ゆ。 

うすこう ばい がた きぬ 

媛 神 (白が さねして、 薄紅 梅に 銀の さや 形の 衣、 

しろじ きんらん もと どり さげがみ たけ 

白地 金襴の 帯。 髻 結いた る 下 髪の 丈に 余れる に、 

くれない ひすい はね 

色 紅 にして、 たとえば 翡翠の 羽に て はける が 如き 

ひとすじ そ や まえかん ざし 

一 条の 征矢 を、 さし 込みに て 前 簪 にか ざした るが、 

ようら く たす き 

瓔珞を 取つ て 掛けし 櫸 を、 片 はずしに はずしながら、 

衝と 廻廊の 縁に 出づ。 凛と して) お前た ち、 何 をす 

る。 



—— (一 同 もの も 言い 得ず、 ぬかずき 伏す。 少しお 

くれて、 童 男と 童女と、 ならびに、 目 一 つの 怪しき 

から わ きりかむ ろ にしき 

が、 唐 輪と 切 禿 にて、 前なる は 錦 の 袋に 鏡 を 捧げ、 

あと きざ はし はく だ みこ ひ 

後なる は 階 を馳せ 下り、 巫女の 手より 梭を 取り 受 

らんかん ぎぼうしゅ たてなお 

け、 やがて、 欄干 擬宝珠の 左右に 控ぅ。 媛 神、 立直 

りて) —— お 沢さん、 お 沢さん。 

巫女 (取次ぐ) お 女中、 可 恐い 事 はない ぞな、 はば 

かり 多 や、 畏 けれど、 お 言葉 ぞな、 あれへの、 おん 

まえ 

前への。 

お 沢 はい —— はい …… 

媛 神 まだ 形代 を 確り 持って おいで だね。 手が しび 



うば 

れ よう。 姥、 預 つてお 上げ。 (巫女 受取って 手箱に 

差 置く) —— お 沢さん、 あなたの 頼み は 分りました。 

やくしゃ 

一 念 は 届けて 上げます。 名高い 俳優 だそう だけれ ど、 

私 は 知りません、 何処に、 いま 何 をして います か。 

きょう うみやま 

巫女 今日、 今夜 —— 唯今の 事 は、 海山 百 里 も 離れ ま 

して、 この 姉 さま も、 知りますまい。 姥が申 上げ ま 

しょう。 

い のち 

媛 神 聞きましょう —— お 沢さん、 その 男の 生命 を 取 

るの だね。 

そらお そろ 

お 沢 今 さら、 申 上げます も、 空 恐し うご ざいます、 

空 恐し う 存じ あげます。 



のろい 

心に 怨ん で、 薄情 ものに 見せしめに、 命の 咒詛 を、 

貴女 様へ 願掛け さし やった、 姉さん は、 おお、 お 

怜悧 だの。 いいお 娘 だ。 いいお 娘 だ。 さて 何と や、 

いのち 

男の 生命 を 取る のじ やが、 いまたち どころ に 殺す の 

か。 手 を 萎し、 足 を 折り、 あの、 昔 田 之 助と かいう 

ものの ように 胴中と 顔ば かりにしたい のかの、 それ 

とも その上、 口 も 利かせず、 死んだ も 同様にと いう 

事 力 レ り 

いっそ きつ 

お 沢 ええ、 もう 一層 (屹と 意気 組む) ひと 思いに！ 

巫女 お 姫様、 お聞きの 通りで ござります。 

媛 神 男 は？ 



巫女 これ を 御覧 遊ばされ まし。 (胸の 手箱 を 高く 捧 

げ、 さし 翳して 見せ 参らす。) 

媛 神 花の 都の 花の 舞台、 咲いて 乱れた 花の 中に、 花 

の 白拍子 を 舞って いる …… 

ざがしら やくしゃ しょさごと どうじょ うじ 

巫女 座頭 俳優が 所作事で、 道 成 寺と か、 …… 申す の 

で) J ざり ます。 

神職 ははつ、 ははつ、 恐れながら、 御 神に 伺い 奉る、 

伺い 奉る …… 謹 み 謹み 白す。 

媛 神 ( II 無言 —— ) 

神職 恐れながら 伺い 奉る …… 御 神慮に おかせられて 

は 畏くも、 これにて 漏れ 承ります る処 におき 



さんぽう 

けます が、 三宝に のった もの は、 あとで、 食べる の 

力た 

は、 あなた 方ではありません か。 

神職 えつ、 えつ、 それ は 決して 正しき 神のお 言葉で 

はっぽう らいはい ねぎ しちょう 

はない。 (わななきながら 八方 を 礼拝す。 禰宜、 仕 丁、 

そむ かた 

同じく 背ける 方 を 礼拝す。 ) 

よ こ ノ ま ま 

媛 神 邪 な 神の する こと を 御覧 —— いま 目の あたり 

ののし うらみ のろい 

に、 悪魔、 鬼畜と 罵らる る、 恋の 怨の 呪詛の 届く 

しるし しずか きざ はし お いよ 

験 を 見せよう。 (静に 階 を 下りて お 沢に 居 寄リ) 

ずっとお 立ち —— 私の 袖に 引 添うて、 (巫女に) 姥、 

弓 をお 持ち か。 

巫女 おお、 これに。 (梓の 弓 を 取り出す。) 



かん ざし や 

媛 神 (お 沢に) その 弓 をお 持ちなさい。 ( 簪 の箭を 

ようきゅう くぎ 

取って 授けつつ) 楊 弓 を 射る ように 釘 を 打つ 

のろ みつき いつつき ねん 

て呪詛 うの は、 一念の 届く のに、 三月、 五月、 三年 

五 年、 日と 月と 暦 を 待たねば なりません。 いま、 見 

いのち 

るう ちに 男の 生命 を、 いい かい、 心 をよ く 静めて。 

—— 唐 輪。 (女の 童 を 呼ぶ) その 鏡 を。 (女の 童 は、 

まと 

錦 を ひらく。 手に しつつ) —— 的、 的、 的です。 あ 

れを 御覧。 (空 ざまに 取って 照らす や、 森々 たる 森 

こずえ ひとところ もうろう い 

の 梢 ー処 に、 赤き 光 朦朧と 浮き出 づる とともに、 

した 力た はる 力 

テン トツ ッン、 テン トツ ッン、 下方 かすめて 遥 にき 

こ ゆ) …… 見えた か。 



お 沢 あれ あれ、 彼処に —— 憎らしい。 ああ、 お 姫様。 

媛 神 ちゃんと お狙い。 

ちくしょう 

お 沢 畜生！ (切って 放つ。) 

はや しょう もく しょうりつ 

一陣の 迅き 風、 一同 聳 目し、 悚 立す。 

巫女 お 見事 や、 お 見事 やの。 (しゃがれ た 笑) お ほ 

ほほ ほ。 (凄く 笑う。 ゾ 



吹つ のる 風の 音 凄まじく、 荒波の 響き を 交う。 

舞台 暗黒。 少時して、 光 さす 時、 巫女。 ハタ 

と 藁人形 を擲 つ。 その 位置の 真上より 振袖 

落ち、 紅 の裙 翻り、 道 成 寺の 白拍子の 姿、 

まつ さかさ 

一 たび 宙に 流れ、 きりきりと 舞いつ つ 真 倒 



に 落つ。 もとより、 仕掛け もの 造り ものの 人 

形なる べし。 神職、 村人ら、 立 騒ぐ。 

お 沢 ああ、 どうしましょう、 あれ、 (その 胸、 その 手 

を 捜ろうと して 得ず、 空しく 搔捜 るの み。) 

媛 神 それ は 幻、 あなたの 鏡に 映る ばかり、 手に 触る 

のではありません。 

お 沢 ああ 唯 貴女のお 姿ば かリ、 暗い 思 は 晴れました。 

ひめが み 

媛 神様、 お 嬉しう 存じます。 

丁々 坊 お使いの もの！ (森の 梢に 大音 あり) —— お 

髪の 御 矢、 お返し 申し 上ぐ る。 …… 唯今。 —— (梢 



くだ やまがつ 

より 先ず 呼びて、 忽ち 枝より 飛び 下る。 形 は 山賤の 

きこ リ つばさ おもて からすてんぐ いっちょう 

木 樵に して、 翼 あり、 面 は 烏天狗な り。 腰に 一挺 

おの わらべ きざ はし 

の 斧 を 帯ぶ) 御 矢 をば それへ。 —— (女の 童。 階 

を 下り、 既に もとにつつ みたる、 錦の 袋の 上に 受 く。) 

媛 神 御苦労ね。 

巫女 我 折れ、 お 早い事で ござりました の。 

またた ま およ 

丁々 坊 瞬く 間と いう は、 凡そ これで ござるな。 何が、 

しばい おおや ま かき みの 

芝居 は、 大山 一 つ、 柿の 実った ような 見物で ござる。 

此奴、 (白拍子) 別嬪 かと 思えば、 性 は 毛む くじ や 

らの漢 が、 白粉 をつ けて 钟ね るであった。 

巫女 何 を、 问を 言う ぞいの。 问 ごと、；？ 山にば か 



りおらん と 世の中 を 見さつ しゃれ、 人が 笑います に。 

何 を 言う ぞ い の。 

丁々 坊 何 か 知らぬ が、 それ は 措け。 はて、 何と やら、 

のこぎり き 

テン ツル テン ツル テン ツル テン か、 鋸 で樹を ひく 

はやま ふリ まわ 

より、 早 間な 腰 を 振 廻いて。 や あ。 (不器用 千万な 

ぶざま 

る 身ぶ りに て不 状に 踊りながら、 白拍子の むくろ を 

ひん また はね こ 

引 跨ぎ、 飛越え、 刎 越え、 踊る) おもえば この 鐘う 

リ ゆうず ひつ 

ら めしやと、 竜頭に 手 を 掛け 飛ぶ ぞと 見えし が、 引 

かついで ぞ、 ズ ー ンジ ヤン ドンド ンジ ンジ ン ジリリ 

はねあが たち ま 

リズ ンジ ン デンズ ンズ ン (刎 上り つつ) ジャ ー ン (忽 

す さま 

ち、 ガ ー ン、 ど ど ど 凄 じき 音す。 神職ら 腰 を つ 



く。 丁々 坊、 落着き 済まして) という 処じ や。 天 

井から、 釣鐘が、 ガ— ンと 落ちて、 パイと 白拍子が 

おん や のど ささ い 

飛込む 拍子に II 御 矢が 咽喉へ 刺った。 (居ず まい 

を 直す) —— はは ッ、 姫君。 大 釣鐘と 白拍子と、 飛 

いれちが ひとや すみやか 

ぶ、 落つ る、 入 違いに、 一矢、 速 に 抜 取りまして、 

虚空 を 一飛び に 飛 返って ござる。 が、 ここ は 風が 吹 

みち な だ あらうみ はやて 

きぬけます。 途 すがら、 遠州灘 は、 荒海 も、 颶風 も、 

おおあめ やみよ おおあらし ぬぐ 

大雨 も、 真の 暗夜の 大 暴風雨。 洗い も 拭い もし ませ 

きょ 

ずに、 血 ぬられた 御 矢は浄 まって ござる。 そのまま 

さしり よう 

にお 指 料。 また、 天 を 飛びます、 その 御 矢の 光り を 

たいせん そう 

もって、 沖に 漂いました 大船の 難破 一艘、 乗組んだ 



二百 あまりが、 方角 を 認め、 救われまして、 

南無 大権 現、 媛 神様と、 船の 上に 黒く 並んで、 礼拝 

ご りゃく 一 一き どく 

恭礼 をし まして ござる。 —— 御利益、 —— 御 奇特、 

祝 着 に 存じ 奉る。 

巫女 お喜び を 申 上げます。 

媛 神 (梢 を 仰ぐ) ああ、 空に きれいな 太白 曰ぬ。 あの 

光りに も 恥 かしい、 …… 私 の 紅い 簪 なん ぞ。 … 

神職 御 神、 かけ まく も かしこき、 あやしき 御 神、 こ 

のま ま 生命 を 召さり ようま まよ、 遊ばされました 事 

すべて、 正しき 道で ござりましょう か 榛 貞臣、 



平に、 平に。 …… 押して 伺いた てまつ る。 

媛 神 存じません。 

おんかみ 

禰宜 ええ、 徇神 徇神 

媛 神 知らない。 

—— 「平に 一同、」 「一同 偏に、」 「押して 伺い 

奉る、」 村人ら も 異口同音に やや 迫りい う I 

巫女 知らぬ、 とおつ しゃる。 

神職 いや、 神々 の 道が 知れ ませいで は、 世の中 は 東 

西南 北 を 相 失います る。 

あ る 

媛 神 廻って お 歩行き なさい まし、 お 沢さん をぐ るぐ 



ると 廻した ように、 ほほ ほ。 そうして、 道の 返事 は 

—— ああ、 あすこで している。 あれに お聞き。 

ふくろう 

「のり つけ ほ、 つ ほ、 つ、 ほ、 つ ほ、 つ、 」 梟 鳴 

ふくろ どリ 

神職 何、 あの 梟 鳥 をお 返事と は？ 

がた わたし 

媛 神 あなた 方の 言う 事 は、 私に は、 時々 あのよう に 

聞こえます。 よくお 聞きな さるが よい。 

しきり 

梟、 頻に 鳴く。 「のりつけ ほ、 つ ほ、 つ」 I 



老仕丁 のりつけ ほうほう。 のりた もう や、 つげた も 

うや。 あやしき 神の 御 声 じ や、 のりつけ ほうほう。 



まっさき のリ うつ 

(と言う ままに、 真 先に、 梟に 乗 憑ら れて、 目の色 あ 

はばたき 

やしく、 身ぶ るいし、 羽 博す。) 

—— これ を 見詰めて、 禰宜 と、 仕 丁と、 もろ 

ともに、 のり 憑かれ、 声 を 上ぐ。 —— 「のり 

つけ まう。 のりつ ナまぅ まう、 ま. う。 - 

次第に 村人ら 皆 憑ら る 「のりつけ ほう ほ 

う。 まう まう。 まう まう- 

ごん ご ごと ひと かた おびた だ 

神職 言語道断、 ただ 事で ない、 一方ならぬ、 夥多し 

い 怪異 じ や。 したた かな 邪気 じ や。 何が、 おのれ、 

可 が、 ま A つま A つ 

た ち とび あお 

(再び 太刀 を 抜き、 片手に 幣を 振り、 飛より、 煽り 



かかる 人々 を 激しくな ぎ 払い 打ち払う 間、 やがて 

惑乱し 次第に 昏迷して —— ほうほう。 —— 思わず 

袂を ふるい、 腰 をき ねて) ほう、 ほう、 のりつけ、 

のりつけ ほう。 のりつけ ほう。 〔備考、 この 時、 看客 

あるいは 哄笑すべし。 敢て 煩わしと せず。〕 (恁く 

ま— う 

して、 一人一人、 枝々 より 梟の 呼び 取る 方に、 ふわ 

ふわと おびき 入れら る。) 

丁々 坊 はは はは は。 (腹 を 抱えて 笑う。) 

媛 神 姥、 お 客 を 帰そう。 あらしが 来そう だから。 

ぎよ い 

巫女 御意。 

あしげ こま 

媛 神 蘆 毛、 蘆 毛。 —— (駒、 おのずから、 健かに、 



すと すと 出づ。 ほうほうの りつけ ほうほう 

きた う くら 

と 鳴きつつ 来る。 媛 神。 軽く 手を拍 つや、 その 鞍に 

かぶ だい こ にんじん るい 

積める ままなる 蕪、 太 根、 人参の 類、 おのずから 解 

けて ばらばらと 左右に 落つ。 駒 また 高らかに 鳴く。 

のりつけ まう まう。 ) 

ままえ ま.；， 6 づら 

媛 神 ほほ ほほ、 (微笑みつつ 寄りて、 蘆 毛の 鼻 頭 を 軽 

く拊 つ) 何 だい、 お前まで。 (駒、 高 嘶きす) 〔 —— 

しょうせい しか 

この 時、 看客の 笑声 あるいは 静まらん。 然 らんに は、 

この 戯曲な かば 成功 たるべし。〕 —— お 沢さん、 疲れ 

たろう。 乗って おいで。 姥は 影に 添って、 見送って 

お上げ < 里まで。 



お 沢 お 姫様。 

巫女 もろともに お礼 をば 申 上げます。 

蘆 毛 は、 ひとりして 鰭 爪 軽く、 お 沢に 行く。 

丁々 坊 はは は、 この 梟、 羽 を 生せ。 (戯れながら —— 

熊手に かけて、 白拍子の 軀、 藁人形、 そのほか、 釘、 

獣皮な ど を搔き 浚う。) 

巫女 さ、 このお 娘。 —— 貴女 様に、 御 挨拶 申 上げて 



くさかり みずくみ 

お 沢 (はっと 手 をつ かう) お 姫様。 草 刈、 水 汲いた 

そば 

します。 お 傍に いとう 存じます。 

媛 神 (廻廊に 立つ) —— 私の 傍に おいで だと、 一つ 



目のお ばけに 成ります、 可 恐い、 可 恐い、 …… それ 

に 第一、 こんな 事、 二度と はいけ ません。 早く 帰つ 

て、 そくさいに おくらし。 —— 駒に 乗る のに 坐って 

いないで、 遠慮のう。 

お 沢 (涙ぐみつつ) お 姫様。 

巫女 丁 どや —— 丑の 上刻 ぞの。 (手綱 を 取る。) 

びん ましろ によしょう 

媛 神 (鬢に 真白き 手 を、 矢 を 黒髪に、 女性 の 最も 優 

しく、 なよ やかなる 容儀 見 ゆ。 梭を 持てる が 背後に 

引 添い、 前なる 女の 童 は、 錦の 袋 を 取 出で 下よ リ翳 

し 向く。 媛 神、 半ば 簪 して、 その 鏡を視 る。 丁々 坊 

は 熊手 を あっかい、 巫女 は 手綱 を 捌きつつ —— 大空 



しょう ひち りき ゆう がく おくでん 

笙、 蓽篥、 幽 なる 楽。 奥 殿に 再び 雪 ふる。 まき 



おろして) 
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